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１．ごあいさつ 

 

 当社は、昭和５５年４月に設立、地場における一般廃棄物の収集運搬事業及び産業廃棄

物の収集運搬・中間処理事業を展開してきました。平成１９年には廃棄物のリサイクル促

進のニーズを先取りし、ＲＰＦ製造を主としたリサイクルセンターを建設、多様な機能を

併せ持つ複合型の廃棄物処理業者としての再スタートを切りました。また、平成２５年に

は老朽化した旧焼却炉を刷新し、新たな焼却炉を建設しました。 

 当社は、今後も廃棄物の収集・運搬及び中間処理に関わる全ての事業活動を通じて環境

保全と汚染の予防に取り組み、持続可能な経済発展と地球環境とが調和する循環型社会の

形成に貢献して参る所存です。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

令和２年６月２８日 

有限会社栄晃 

代表取締役 榊 原 隆 信 
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環境方針 

 

 私達は、廃棄物の収集・運搬及び中間処理に関わる全ての事業活動を通じて環境保全と汚

染の予防に取り組み、持続可能な経済発展と地球環境とが調和する循環型社会の形成に貢

献します。 

 

１．リサイクル促進と大気汚染防止への取り組み 

  私達は、廃棄物の分別徹底によるリサイクル促進に努め、また焼却施設の適正運転によ

り大気汚染の防止に努めます。 

 

２．廃棄物の安全な収集・運搬 

  私達は、廃棄物の収集・運搬及び中間処理に当たり、安全性の向上に関する課題に一致

団結して取り組みます。 

 

３．環境に関連する法的及びその他の要求事項の順守 

  私達は、環境関連法や各種規制を順守します。更に、行政の政策や地域社会の環境活動

に積極的に対応するとともに、独自の環境基準を設定・順守します。 

 

４．省資源への取り組み 

  私達は、全ての事業活動において使用する天然資源の使用の効率化に取り組むことに

より、省資源促進に貢献します。 

 

５．情報公開と環境教育 

  私達は、全ての利害関係者に対して環境に関連する情報の公開及びコミュニケーショ

ンを積極的に行います。また、社内での環境教育への注力はもとより、社外関連企業に

対しても、環境意識向上のための啓蒙活動を積極的に推進します。 

 

６．環境目的・環境目標の設定 

  私たちは、本方針を実現するために、極力計数化・計量化した環境目的・環境目標を設

定・運用し、定期的に見直すとともに、継続的改善を推進します。 

 

制定 平成１９年６月２５日 

           有限会社榮晃 

代表取締役  榊  原  隆  信 
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Ⅰ 公表事項 

 

１．法人に関する基礎情報 

 

名称 有限会社栄晃 

所在地 本店・リサイクルセンター： 

広島県呉市川尻町才野谷６２４－１ 

Tel：0823-87-0538 

焼却施設：広島県呉市川尻町才ノ谷５１３８－３ 

設立年月日 昭和５３年７月３１日 

資本金・出資金 5,000,000 円 

代表者 代表取締役 榊原隆信 （平成１４年３月２５日就任） 

（平成 30 年 6 月 30 日現在） 

役員等 代表取締役 榊原隆信 

取締役 榊原裕子 榊原貢 山田光雄 

監査役 榊原早苗 

事業の内容等 昭和５３年７月 さかき興業有限会社として設立 

昭和５５年４月 有限会社栄晃に商号変更、現在に至る 

平成１４年 産業廃棄物の焼却炉を完成 

平成１９年 産業廃棄物の破砕、圧縮固化によるＲＰＦの製

造を主としたリサイクルセンターを建設 

平成２０年 ＩＳＯ１４００１認証を取得 

平成２５年 焼却炉を更新 乾溜ガス化炉の新設 

      太陽光発電を開始 

 

 

２．事業計画の概要 

（１）一般廃棄物の収集運搬業務 

   呉市からの委託を受け、一般家庭又は事業所から排出される廃棄物を収集し、市の処

分場に搬入する。 

（２）産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業務 

   広島県内の事業所から排出される産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬を 

行う。 

（３）産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の選別・中間処理業務 

   搬入された産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の選別・中間処理（焼却、破砕及び圧縮

固化）業務を行う。 
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３．産業廃棄物収集運搬・処分業・特別産業廃棄物収集運搬・処分業の許可 

 【産業廃棄物】 

 

 

 【特別管理産業廃棄物】 

 

 

 

 

 

  

平成27年12月13日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和2年12月12日

平成28年10月6日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和3年10月5日

平成31年1月14日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和6年1月13日

平成27年12月13日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和2年12月12日

焼却

破砕

圧縮

焼却

破砕

焼却

破砕

焼却 焼却 焼却 焼却 焼却 焼却

破砕

圧縮

焼却

破砕

圧縮

焼却

破砕

圧縮

焼却 焼却 焼却

破砕

積替・保管含まない

許可品目

2
産業廃棄物

収集運搬業
福岡県 第04000017948号

積替・保管含まない

No

が

れ

き

類

許可区分

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

動

植

物

性

残

さ

ゴ

ム

く

ず

鉱

さ

い

動

物

系

固

形

不

要

物

産業廃棄物

収集運搬業
1 広島県 第03409017948号

許可年月日及び有効

期限

ば

い

じ

ん

積替・保管含まない

ガ

ラ

ス

く

ず
、

コ

ン

ク

リ
ー

ト

く

ず

及

び

陶

磁

器

く

ず

廃

プ

ラ

ス

チ
ッ

ク

類

金

属

く

ず

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

燃

え

殻

都 道 府 県・

政令市
許可番号

4
産業廃棄物

処分業
呉市 第07420017949号

3
産業廃棄物

収集運搬業
山口県 第03500017948号

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

感

染

性

産

業

廃

棄

物

廃

石

綿

等

燃

え

殻

汚

泥

鉱

さ

い

ば

い

じ

ん

令和2年3月31日 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和7年3月30日

平成29年12月10日 ●

令和4年12月9日
焼却

2 呉市 第07470017948号
特別管理産業廃棄

物処分業

都 道 府 県・

政令市
許可番号

1 広島県 第03459017948号
特別管理産業廃棄

物収集運搬業

許可年月日及び有効

期限

積替・保管含まない

特別管理産業廃棄物

許可品目

No 許可区分
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４．運搬施設・処理施設に関する事項（令和２年６月２８日現在） 

（１）運搬施設 

 車輌形式 積載量(kg） 積載可能寸法 

長さ×幅×高さ（mm） 

保有 

台数 

1 塵芥車          （広島 800 せ 1952） 2,000 528×189×237 1 

2 塵芥車          （広島 800 す 7396） 2,000 531×188×239 1 

3 塵芥車          （広島 800 す 9070） 2,300 574×190×231 1 

4 塵芥車          （広島 800 せ 1099） 2,000 531×189×239 1 

5 塵芥車          （広島 800 せ 1612） 3,000 516×193×223 1 

6 塵芥車          （広島 800 せ 1789 2000  1 

7 脱着装置付コンテナ専用車 （広島 400 ち 5152） 2,000 430×170×195 1 

8 脱着装置付コンテナ専用車 （広島 100 す 4463） 3,600 621×220×247 1 

9 脱着装置付コンテナ専用車 （福山 100 か 2923） 6,200 788×220×288 1 

10 脱着装置付コンテナ専用車 （広島 100 は 4960） 7,900 631×227×252 1 

11 脱着装置付コンテナ専用車 （広島 100 き 756） 10,700 909×249×294 1 

12 脱着装置付コンテナ専用車 （広島 430 さ 240） 2,000 438×169×197 1 

13 脱着装置付コンテナ専用車 （広島 100 は 4422） 7,000 700×227×299 1 

14 ダンプ          （広島 400 た 8175） 2,000 470×169×199 1 

15 ダンプ          （広島 400 ぬ 2017） 3,000 469×169×199 1 

16 軽ダンプ         （広島 483 あ 5380） 350 339×147×181 1 

 

（２）低公害車の導入の状況 

運搬車の排ガスレベル 台数 

  全保有台数 １２ 

 ① 平成１２年基準低排出ガス車 良☆  

② 平成１２年基準低排出ガス車 優☆☆  

③ 平成１２年基準低排出ガス車 超☆☆☆  

④ 平成１２年基準超低 PM 排出ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車☆☆☆  

⑤ 平成１２年基準超低 PM 排出ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車☆☆☆☆ １ 

⑥ 平成１７年規制適合車  

⑦ 平成１７年基準低排出ガス車 ☆☆☆  

⑧ 平成１７年基準低排出ガス車 ☆☆☆☆  

⑨ 平成１７年基準低排出ガス重量車 ☆ ６ 

⑩ 平成１７年基準低排出ガス重量車 ★  

⑪ 平成２１年規制適合車 １ 
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⑫ 平成２２年規制適合車 １ 

 

運搬車の燃費基準達成状況 台数 

  全保有台数 １２ 

 平成１７年度燃費基準達成車 ① －  

② １０％低減レベル  

平成２２年度燃費基準達成車 

 

 

③ －  

④ ５％低減レベル  

⑤ １０％低減レベル  

⑥ １５％低減レベル  

⑦ ２５％低減レベル  

平成２７年度燃費基準達成車 ⑧ － １ 

 

（３）処理施設に関する記載内容 

施設の種類 処理能力 処理方式 

焼却施設 

平成 25 年 9 月 23 日設置 

広島県呉市川尻町才之谷 

5138 番 3 

12.36ｔ/日（24ｈ） ガス化改質方式 

破砕施設 

平成 19 年 11 月 14 日設置 

広島県呉市川尻町才野谷 624 番

地 1 外 

 二軸式破砕 

 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 4.75t/8h 

紙くず 2.72t/8h 

木くず 4.16t/8h 

繊維くず 1.09t/8h 

ゴムくず 4.32t/8h 

金属くず 3.07t/8h 

ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶

磁器くず 

4.53t/8h 

破砕施設 

平成 22 年 1 月 28 日設置 

広島県呉市川尻町才野谷 624 番

地 1 外 

 

 

100.00t/8h 

二軸式破砕 
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木くず 

圧縮固化 

平成 21 年 8 月 1 日設置 

広島県呉市川尻町才野谷 624 番

地 1 外 

 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、

繊維くず 

4.32t/8h RPF 成形 

 

（４）保管施設に関する記載内容 

設置場所 産業廃棄物の種類 面積 保管上限 積み上げるこ

とのできる高

さ 

広島県呉市川尻町 

才之谷 5138 番地 3 

廃プラスチック類 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

ゴムくず 

金属くず 

ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁

器くず 

23 ㎡ 10 ㎥ 0.5m 

15 ㎡ 6 ㎥ 0.5m 

30 ㎡ 45 ㎥ 3.0m 

56 ㎡ 112 ㎥ 4.0m 

20 ㎡ 6 ㎥ 1.0m 

広島県呉市川尻町 

才之谷 5138 番地 3 

燃え殻、汚泥、廃油、

廃酸、廃アルカリ、動

植物性残さ、動物系

固形不要物 

28 ㎡ 24 ㎥ 保管容器 

広島県呉市川尻町 

才之谷 5138 番地 3 

廃プラスチック類 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

ゴムくず 

金属くず 

30 ㎡ 45 ㎥ 3.0m 

広島県呉市川尻町 

才野谷 624 番地 1 外 

13 ㎡ 31 ㎥ 2.4m 

12 ㎡ 28 ㎥ 2.4m 
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ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁

器くず 

12 ㎡ 28 ㎥ 2.4m 

9 ㎡ 21 ㎥ 2.4m 

広島県呉市川尻町 

才野谷 624 番地 1 外 

木くず 168.4 ㎡ 170.8 ㎥ 1.8m 

 

 

（５）産業廃棄物の種類ごとの主な処理方法 

産業廃棄物の種類 主な中間処理方法 主な再資源化方法 

燃え殻 焼却 ― 

ゴムくず 焼却 ― 

金属くず 破砕 製鋼原料化 

汚泥 焼却 ― 

廃油 焼却 ― 

廃酸 焼却 ― 

廃アルカリ 焼却 ― 

動植物性残さ 焼却 ― 

動物系固形不要物 焼却 ― 

感染性産業廃棄物 焼却 ― 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 破砕、圧縮固化 固形燃料化（RPF） 

紙くず 破砕、圧縮固化 固形燃料化（RPF） 

木くず 破砕、圧縮固化 固形燃料化（RPF） 

繊維くず 破砕、圧縮固化 固形燃料化（RPF） 

ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず 

破砕 ― 
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５．事業場ごとの産業廃棄物の処理工程図 
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６．産業廃棄物の一連の処理の行程（平成３１年４月～令和元年３月） 

  （単位：ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受入 中間処理 最終処分
（自社）

燃え殻 37.190
汚泥 287.084
廃油 38.703
廃酸 2.435
廃アルカリ 0.205
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 1397.307
紙くず 22.752
木くず 152.267
感染性産業廃棄物 25.219
繊維くず 18.452
動植物性残さ 162.085
金属くず 112.536
石膏ボード 0.460
ガラス陶磁器くず 168.992

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 809.949
紙くず 5.670
木くず 485.890
繊維くず 17.541

金属くず 0.000 破砕 製鋼原料 0.000

ガラスくず 破砕 埋立
陶磁器くず

0.760

焼却

管理型埋立 359.490

混練 12.110

破砕・
圧縮固化

発電燃料 1,319.050

0.760
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７．産業廃棄物の受入量、運搬量、処分量 

（１）産業廃棄物処分業 平成２９年度～令和元年度 年度別実績 

 

 

（２）産業廃棄物処分業 月別処分実績 

  ①令和元年度 

 

   

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
（単位：ｔ） 計 計 計
燃え殻 焼却 20.310 17.230 37.190
汚泥 焼却 215.005 244.863 287.084
廃油 焼却 108.967 119.179 38.703
廃酸 焼却 2.126 3.115 2.435
廃アルカリ 焼却 0.556 0.236 0.205

焼却 1,390.287 1,918.102 1397.307
破砕・圧縮固化 875.663 853.474 809.949
焼却 6.410 13.732 22.752
破砕・圧縮固化 1.810 5.080 5.670
焼却 224.420 140.160 152.267
破砕 547.813 478.122 485.890
焼却 26.530 19.880 18.452
破砕・圧縮固化 2.805 2.935 17.541

動植物性残さ 焼却 207.780 172.635 162.085
ゴムくず 焼却 3.230 0.000 0.000

焼却 74.208 84.084 112.536
破砕 2.500 0.070 0.000

石膏ボード 焼却 0.990 1.300 0.460

焼却 144.017 132.108 168.992

破砕 1.220 0.770

感染性
産業廃棄物

焼却 62.434 56.776 25.219

ｺﾝｸﾘｰﾄくず 焼却 3.810 0.000 0.000

計 3,922.891 4,263.851 3,744.737

168.992

2,207.256

28.422

638.157

35.993

112.536

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 2,265.950

紙くず 8.220

木くず 772.233

繊維くず 29.335

金属くず 76.708

ガラスくず
陶磁器くず

145.237 132.878

2,771.576

18.812

618.282

22.815

84.154
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②平成３０年度 

 

③平成２９年度 

 

  

８．産業廃棄物処理施設の維持管理状況 

（１）冷却施設、排ガス処理設備に堆積したばいじんを除去した日 

年 ばいじんを除去した日 

令和元年度 １／４，５／４，８／１６ 

平成３０年度 １／４，５／５，８／１５ 

平成２９年度 １／４，５／５，８／１５ 
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（２）改質ガス中の硫黄酸化物、ばいじん、塩化水素及び硫化水素並びにダイオキシン類の

濃度の測定記録 

   【令和元年度】 

採取 

位置 

排ガス 

採取日 

結果が 

得られた日 

測定結 

ダイオキシン類 

Ng-TEQ/ｍ3 

硫黄酸化物 

ppm 

ばいじん 

g/㎥ 

塩化水素 

mg/㎥ 

窒素酸化物 

ppm 

焼却炉煙

突測定口 

 

7 月 9 日 7 月 19 日 － 1 未満 0.013 2.3 160 

11 月 9 日 11 月 25 日 0.72 1 未満 0.0019 4.6 130 

   【平成３０年度】 

採取 

位置 

排ガス 

採取日 

結果が 

得られた日 

測定結 

ダイオキシン類 

Ng-TEQ/ｍ3 

硫黄酸化物 

ppm 

ばいじん 

g/㎥ 

塩化水素 

mg/㎥ 

窒素酸化物 

ppm 

焼却炉煙

突測定口 

 

6 月 26 日 7 月 11 日 － 1 未満 0.0093 6.7 210 

11 月 28

日 

12 月 10 日 0.81 1.1 0.011 5.2 174 

   【平成２９年度】 

採取 

位置 

排ガス 

採取日 

結果が 

得られた日 

測定結 

ダイオキシン類 

Ng-TEQ/ｍ3 

硫黄酸化物 

ppm 

ばいじん 

g/㎥ 

塩化水素 

mg/㎥ 

窒素酸化物 

ppm 

焼却炉煙

突測定口 

 

6 月 20 日 6 月 26 日 － 1 未満 0.0021 6.1 210 

10 月 6 日 10 月 26 日 1.2 2.0 0.0029 2.5 270 
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社長

環境管理責任者

リサイクル部門焼却部門収集運搬部門総務部門

内部監査員

相談役

９．処理料金の提示方法 

（１）収集運搬料金については、産業廃棄物の種類、量、運搬距離等によって計算します。 

（２）処分料金については、産業廃棄物の種類、量、処理方法等によって計算します。 

   ご相談により個別にお見積り致します。TEL 0823-87-0538 

 

１０．業務を所掌する組織・人員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．事業場の公開の有無・公開頻度 

弊社施設は、事前にご連絡を頂いた場合に限り、見学を受け付けます。 
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Ⅱ 環境活動報告 

 

１．環境目標・実績 

温室効果ガス等の削減 

 

 

【取り組み内容】 

 当社では、焼却処理に起因して排出される温室効果ガスの削減を図るため、受け入れ

た廃棄物を可能な限りリサイクルしています。 

 また、廃棄物の収集運搬業務をはじめ車輌を用いた業務が多くエネルギーの消費に

より温室効果ガスの主な発生源となっているため、エコドライブによる車輌燃費の

向上に取り組んでいます。各ドライバーは、「環境管理手順書」に基づきエコドライ

ブを励行するとともに、車輌の燃費悪化に影響を与える項目を日常点検しています。 

 

２．環境活動計画の取組結果 

（１）車両燃費（ｋｍ／L） 

 町内収集 中距離 長距離 

令和元年度 5.6 4.6 3.4 

平成 30 年度  5.5 5.1 3.5 

平成 29 年度 5.6 4.8 3.7 

 

（２）社員教育 

   環境マネジメントシステム年間計画に基づき、産業廃棄物の適正処理、温室効果ガス

発生の抑制等についての教育を行っています。 

    H31.4.13 環境関連法規制等（順守義務）の概要 

H31.4.13 令和元年度環境目的・目標及び実施計画について 

     （温室効果ガス発生の抑制に関する目標を含む） 

（実績） （実績） （目標） 実績 （目標） （目標） （目標）

総量
（ｔ-CO2)

4,521 5,881 5,822 4,289 4,246 4,246 4,246

削減量
（ｔ-CO2）

730 -1,360 59 1,593 43 0 0

総処分量
当たり（ｔ-
co2/ｔ）

1.15 1.38 1.37 1.15 1.13 1.13 1.13

令和
４年度

二酸化炭素
排出量

項　　目　　　　　　　　　　年　　度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

平成
２９年度
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    R1.8.27  エコドライブ研修 

    R1.10.18  環境負荷低減につながる車両点検のポイント 

 

（３）緊急事態への準備・対応 

   環境マネジメントシステム年間計画に基づき、緊急事態を特定し、対応訓練を行って

います。 

     R1.11.26 自衛消防訓練（初期消火、通報訓練、避難訓練） 

 

（４）地域貢献活動 

地域の美化に協力し、日常的に自主的な清掃活動を行っています。 

 

３．第三者認証 

  当社は ISO14001：2015 を取得し毎年の維持・更新審査を経て認証を継続しておりま

す。 

 

４．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

  平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日の間において、法違反及び訴訟等の 

発生はございません。 

 

 


